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要　約
　1985年に生じた日航機事故の現場である「御巣鷹の尾根」のある群馬県上野村に
おいて、事故の記憶がどのように継承されているか、事故被害者という「他人の死」
をどのように捉え意味付けているのかについて考察する。主に上野小学校、上野中
学校の教員に対する聞取り調査、上野中学校生徒に対してのアンケート調査をもと
に、学校教育のなかでどのように伝えられているか、子どもたちは事故をどのよう
に受け止めているのかを明らかにしていく。
　上野村出身の中学生の多くは、家庭において事故に関する話を聞いた経験を持つ。
しかし、家族と一緒に御巣鷹の尾根への慰霊登山や慰霊の園への参拝の経験を持つ
生徒は少なく、慰霊登山、慰霊の園への参拝などを通じた「体験」での理解は、主
に小学校、中学校での教育の一環として行われてきた。実際に何らかの形で事故を
体験した家族や親戚から家庭内において話を聞く「家庭内での継承」と、行事とし
て「体験」することにより昔の出来事をリアルなものとして感じる「学校での継承」
は相互補完的に行われている状況であるといえる。
　また、事故から約30年が経過した現在、伝える側も受け取る側も事故被害者と
いう「他人の死」の意味が、「直接体験した他人の死」から「直接体験していない
他人の死」とへと変化しており、死者への生々しい感情よりもむしろ、事故や死者
を介した「教訓」という側面が強調されて「他人の死」が伝えられ、また受け入れ
られていると言えよう。
事故の「場」における記憶の継承
名 和 清 隆
（2013年10月31日受理）
はじめに
　これまで筆者は、「日本人が如何に死者と関わり、どのような意味付けをするのか」という
問題に対して、1985年に生じた日航機事故における慰霊を事例として考察をしてきたi。
　「慰霊」研究iiは戦没者慰霊に関する研究iiiが多く積み重ねられてきた。しかし戦後約70年
が経過し、東日本大震災や阪神淡路大震災という未曽有の自然災害を経験し、また鉄道事故、
キーワード　死生観、日航機事故、記憶、継承
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自動車事故、またエレベーター事故などが日常的に発生し、メディアによってその死が広く
共有される現在にあっては、自然災害や事故の死者は、遺族のみでなく多くの人にとって「意
味を持つ死」であり、これらに関する「慰霊」を研究することは重要ivな課題であると考える。
　「死は、生に対して何らかの暴力によってもたらされる」と見て、その死をもたらす暴力
という文脈で見れば、自然災害や疫病などの「自然的暴力」と戦争死や交通事故、公害など
の「社会的暴力」とに分けることができ、その死の原因の相違によって「どうして死ななけ
ればならなかったのか」という死の意義づけが異なると考えられるv。むろん本研究で扱う
事例は後者にあたるものである。
　人の死を考える場合、「一人称の死（本人の死）」「二人称の死（親しい人の死）」「三人称の
死（他人の死）」というように、死者との関係性によってその「死の意味」は異なる。人が
亡くなった「場の持つ意味」も同様であり、日航機事故の現場である御巣鷹の尾根の場合に
は、遺族／上野村の人々／日航関係者／その他　というそれぞれの集団によって異なる意味
を見出されていると考えられるがvi、これまで筆者は御巣鷹の尾根が、「遺族の人々」と 
いう集団によってどう捉えられ、どのような意味づけを与えられながら形成されてきたか、
またその過程において死者をどのような存在として位置づけてきたのかを考察してきたvii。
　これらの成果を踏まえたうえで、本稿では「上野村の人々」にとっての意味について考え
ていきたい。具体的には、日航機事故の起きた上野村という「場」において、事故から30年
近く経過した現在、事故被害者といういわば「他人の死」をどのように捉え意味付けている
のか、上野村の人々の間で事故の記憶がどのように継承されているのかを考察するviii。特に
家庭内、学校それぞれにおいてどのように伝えられているのか、そのうえで、子どもたちは
事故をどのように受け止めているのかについて見ていくこととする。
１．事故の概要と２つの慰霊空間の形成
　日航機事故とは、1985年８月12日18時56分、東京発大阪行きJAL123便が群馬県上野村
の御巣鷹山に墜落した事故で、乗員・乗客524人のうち520人が死亡し、単独機の航空事故
では史上最も多くの犠牲者を出した事故である。
　事故現場である上野村には２つの慰霊空間がある。一つは、「慰霊の園」と名付けられた
上野村の町中に造られた慰霊施設で、財団法人・慰霊の園によって管理されている。慰霊の
園には、合掌の形を模した高さ11メートルの慰霊塔があり、その後ろには、事故現場で発見
された部分遺骨が納められている。慰霊塔の正面に立ち、納骨堂を見通すと、まっすぐ先 
（約８キロ）が事故現場になるように設計されている。園内には資料館もあり、ここには、事
故の概要をまとめたパネルと、様々な人が慰霊のために納めた品（写経、仏像、千羽鶴など）
が展示されている。この「慰霊の園」においては、毎年８月12日に慰霊式が行われている。
　事故当時の上野村村長であり、慰霊の園の初代理事長の黒澤丈夫氏は、「法律は行路死亡
者の事、葬送の責任を負えと言っている・・事故の戒めの場としての使命をも、その葬送の
責任の中において考えていかなければなるまい、そういう風に思いましたよ。」ixと語ってい
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るように、この慰霊の園の建設の目的には、事故が起きた上野村としての「葬送への責任」
と「事故の戒めの場としての責任」があった。
　もう一つの慰霊空間は、「御巣鷹の尾根」と呼ばれる飛行機が墜落した一帯である。現場
にはそれぞれの遺体が発見された場所に「墓標」が立ち、現在でも慰霊のために山に登る遺
族も多い。御巣鷹の尾根には「死者がいる」と感じ、登ることによって「死者に会える」と
いう感覚を抱いている。遺族以外の様々な人々も多く登っており、日航職員、JR職員や自衛
隊員など空や交通に関わる人々、また事故に全く関係のない人々も登山をしている。御巣鷹
の尾根には、「昇魂の碑」、「鎮魂の鈴」「観音像」「航空安全祈念像」など様々なモニュメン
トが建立されているが、「鎮魂の鈴」「航空安全祈念像」は、遺族が「空の安全」と「事故風
化の防止」のための運動の一環として、御巣鷹の尾根を「空の安全の発信地」とすべく建立
されたものであった。この遺族の運動は、「死を無駄にしたくない、役立ててほしい」と遺
族が願った、具体的には「肉親の死という事実が、社会に貢献した」という願いに基づくも
のであったx。
２．事故直後、地元の中学生たちは事故をどのように捉えたか
　現在、上野村という場において、村の人々にどのように事故の記憶が継承され、どのように
事故を捉えているかを見る前提として、まず事故当時、事故をどのように捉えたのかを確認
する必要があるだろう。残念ながら、村人の考えを広く知る手掛かりとなる資料は見当たら
ない。しかし、事故発生から約１カ月後に上野中学校の生徒87人が執筆した『文集　かんな
川５　日航123便上野村墜落事故作文特集』xi（＊以下、「文集」）から、事故当時、地元の中
学生は事故をどのように捉えたのかがうかがえる。当時の中学生は、現在40歳代前半にあた
り、おおよそ現在の中学生の親世代に相当する。この意味において「現在の中学生に、どの
ように事故の記憶が継承されているか」を考察するうえでも、重要な意味を持つと考える。
　この「文集」に寄せられた文章には、生徒のほとんどが上野村の住民として事故を何らか
の形で直接的、間接的に経験したことが記されている。墜落する直前の飛行機を見た、飛行
機の墜落した音を聞いた、家の目の前を救助のヘリコプターが離着陸していた、自衛隊や警
官と話をした、マスコミ関係者に電話や風呂を貸した、父親が消防団で捜索活動から帰って
きてから墜落現場の詳しい話を聞いた、母親が食事の炊き出しをしたなどである。
　「文集」から中学生の感想や意見を抽出してみる。抽出にあたっては、87名の作文から名和
が計257の感想や意見を抽出し、類似した内容に分類した。なお、分類の後に記したカッコ
内の数字は、それぞれの分類に属する感想・意見がいくつあったかを示すものである。
① 死者に対して（51）
 安らかに、冥福を祈る（18）、かわいそう（25）。
 ほか）「遺体も収容され供養もされて死んだ人もあの世に無事にいけたのではないか。」 
「遺族や僕たちがたくましく生きることが520人のために出来ることだと思う。」「遺書を
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残した人は立派。」など（８）
② 遺族に対して（34）
 かわいそう、辛いだろう（６）、遺体発見できずにかわいそう、早く発見してあげてほし
い（13）、頑張ってほしい（14）、遺族の役に立ててよかった（１）
③ 生存者に対して（34）
 生存者がいて良かった（11）、頑張れ（10）、良くなってほしい（２）、かわいそう（１）
 ほか）「助かった４人は、夜にどんな気持ちで過ごしていたのだろう。」「同じ年の川上慶
子さんが助かったことがすごく自分に影響を与えた。」「生き残った４人は、亡くなった
人が出来なかったことを実現してほしい。」など（10）
④ 自衛隊や機動隊、消防団、報道などについて（24）
 大変そう（７）、すごい・立派だ（６）、頑張っている・頑張ってほしい・御苦労さま（６）、
機動隊が最後に校舎を掃除してくれてうれしかった（２）、自分にはできない（１）
 ほか）「現場に行った父（消防団）のはっぴを見て、犠牲者の声が聞こえる気がして怖く
なった。」「消防団員の父に現場の様子を聞こうと思ったが、怖くて聞けなかった。」
⑤ 事故の再発がないよう、防止を願う（38）
 二度と起こってほしくない。二度と起こさないよう、整備点検をしっかりしてほしい。
など
⑥ 事故を通じて学んだこと（19）
 命の大切さ（５）、いたわり、感謝の大切さ（10）、この世の運命（３）、その他（１）
⑦ 上野村で起こった事故だということに関して（27）
・イメージダウンになった（12）
 「自分達の住んでいる場所に事故が起こってショックでうれしくない。」「飛行機事故で
上野村はイメージダウンした、一日もはやく世界の人々の頭から忘れられてほしい。」
「上野村が遺族にとって忘れられない悲しい場所になったのが残念。」など
・良いイメージがついて良かった（２）
 「せめて４人が助かったことで、上野村は暗いだけでなく明るいイメージで見られるよ
うに感じてよかった。」「上野村の人達全員が事故に協力的と報じられてよかった。」
・ほか（13）
 「落ちたのが都会でなく上野村のような田舎でよかった。」「村の中心に落ちなくてよかっ
た。」「上野村で起きた事故なのに何もできずに悔しい。」「この事故はずっと上野村の
人の心に残るだろう。」「地元で起こった事故なので、なんだか500人もの人々を私が
殺してしまった様な気がして、肉親に人に申し訳ないような気がする。」など
⑧ その他（30）
 飛行機は怖い、乗りたくない（７）、事故の悲惨さ（３）、慰霊碑建立に関して（３）、 
ほか（17）
　このように当時の中学生は、自分達の村に起こった事故に対して多種多様な感想や意見を
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書いている。死者・遺族・生存者らに対して「かわいそう」「辛いだろう」といった感情を
向けるだけでなく、「遺族や僕たちがたくましく生きることが520人のために出来ることだ
と思う」というように、他人の死を自分に重ねて感じることにより、自分の命の意味や生き
方を見出してもいる。また事故の再発がないよう防止を願う気持ちを抱いたり、事故を通じ
て、命の大切さ、この世の運命、いたわりや感謝の大切さなどの教訓を見出してもいる。
　特徴的な感想として、自分達の住む村に事故が起こったということに対しては、「うれしく
ない」「皆に上野村の事を早く忘れてほしい」「悲しい場所になったのが残念」など、村の 
イメージがダウンしたことに対する不快感が見られるとともに、「上野村の人達全員が事故に
協力的と報じられてよかった」という感想も見られる。また、「現場に行った父（消防団）の
はっぴを見て、犠牲者の声が聞こえる気がして怖くなった」「地元で起こった事故なので、
なんだか500人もの人々を私が殺してしまった様な気がして、肉親に人に申し訳ないような
気がする。」という感想も見られ、地元に起きた事故であるがゆえの生々しさが表れている。
３．家庭における、事故の記憶の継承
　事故から30年近くが経過した現在、上野村においてはどのように事故の記憶が継承されて
いるのだろうか。これに関して、家庭、および学校においてどのように継承されているのか
を調べるべく、上野中学校生徒に対してアンケート調査xiiを実施した。
　アンケート調査の目的は、家庭においてどのように事故の継承が行われているのか、生徒
が事故をどのように受け止めているかを明らかにすることであった。アンケートは全校生徒
35人中31人が回答し、学年による内訳は、３年生５人、２年生19人、１年生７人であった。
また、性別は、男性９人、女性22人である。
　生徒の出身地は、上野村出身者が22人、上野村以外の出身者が９人である。中学生である
にも関わらず上野村以外の出身者が９人いるのは奇異に感じられるかもしれないが、これは
山村留学施設「かじかの里」xiiiに「国内留学」し、上野中学校に通っている生徒がいるため
である。回答した生徒の中で、彼らの親に上野村出身者が「いる」生徒は16人、「いない」
生徒が15人であった。むろん、「いない」と回答した生徒のなかには、「かじかの里」への
留学生も含まれる。
　なお、事故から27年経過（2012年現在）しているので、事故当時、彼らの親は、現在の
彼らと同じくらいの年齢であったと考えられる。
　「家族から、日航機事故に関する話を聞くか」という質問には、「良く聞く」６人（19％）、
「たまに聞く」９人（29％）、「聞いたことはある」８人（26％）、「聞いたことはない」８人
（26％）であり、「聞いた経験を持つ」生徒が74％であった。これを「親に上野村出身者が
いるかどうか」で分けて比較してみると、出身者がいる場合には、「良く聞く」４人（25％）、
「たまに聞く」４人（25％）、「聞いたことはある」６人（37％）、「聞いたことはない」２人
（13％）であり、聞いた経験を持つ生徒が87％と大部分を占めている。一方、親に上野村出
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身者がいない場合には、聞いた経験を持つ生徒が60％であるので、やはり上野村出身の親
を持つ生徒のほうが、話を聞く機会が多いことが分かる。
　家族との御巣鷹の尾根への慰霊登山の経験を見ると、「ある」が10人（32％）、「ない」が
21人（68％）と、「ある」人が３割と少数である。ある場合の回数は、１回が５人（50％）
と多く、次いで２回が３人（30％）、３回が１人、無回答が１人であった。親が上野村出身
かどうかで分けて見ると、上野村出身の場合は、４人（25％）である一方、親が上野村出
身でない場合のほうが、６人（40％）と高い。このように、親が上野村出身で、なおかつ
村で生れ育った生徒であっても、家族と御巣鷹山への慰霊登山をした経験を持つ生徒は少な
いことが分かる。
　なお、慰霊登山をした回数を１回か、それとも２回以上の複数回かで分けて見ると、「親
が上野村出身でない」場合のほうが、複数回にわたって慰霊登山をしている割合が高いこと
が分かった。このことは、上野村出身でない人々が子どもを連れて御巣鷹の尾根に登ること
は、「試しに１回登ってみよう」というレベルではなく、慰霊や教訓といった目的を持って
登っていることが推測できるだろう。
　家族と「慰霊の園」へ参拝した経験があるのは、31人中11人（35％）であった。「ある」
と回答した生徒のうち８人が２回以上の複数回数であり、５回という回答者（１人）も見ら
れた。なお、親が上野村出身かどうかで分けてみると、参拝したことがあるかどうかの比率
には大きな差はみられなかった。
　以上のことをまとめてみると、家族から「話を聞いた」経験をもつ生徒は約４分の３で、
特に親に上野村出身がいる場合には、およそ９割程度の生徒が話を聞いた経験を持つことか
ら、日航機事故は「村の記憶」として家庭内において継承されていると考えることができる。
しかし、家族との慰霊登山経験を持つものはおよそ３割であり、親に上野村出身がいる場合
がいない場合に比べても、その実施率が低く、また頻度も低い結果となった。この要因につ
いては即断できない。しかし後述するように、上野村の小学校、中学校では学校行事の一環
として御巣鷹山への慰霊登山を実施しており、このことから「御巣鷹山は小学校や中学校で
登る」という村内での常識があるからではないだろうか。
４．学校での事故の記憶の継承
４－１　上野小学校と上野中学校での取り組み
　次に、学校教育の場において、どのような取り組みをしているのかを見ていく。まず、上
野小学校、上野中学校における取り組みを概観してみる。
○ 上野小学校
① マリーゴールドの栽培・引き渡し式
　毎年１学期の終業式の日（７月20日）に「マリーゴールド引き渡し式」を行っており、
これは日航機事故の翌年である昭和61年度から実施している。４月終わり頃に種を植え、
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１人が２つのプランターを育てる。そして育ったマリーゴールドを慰霊の園に献納する。マ
リーゴールド引き渡し式は、小学校の集会室で実施され児童全員が参加する。村長、教育長
２人に当時のことを簡単に話してもらい、慰霊の園の理事長でもある村長が代表でプラン 
ターを受け取る。その後、児童会の代表が感想文を発表する。引き渡し式が終了したのちに、
村役場の担当者がトラックで取りに来てマリーゴールドを慰霊の園まで運ぶ。先述したよう
に、この取り組みは昭和61年から継続して実施されているので、児童の親世代もこれを経
験したということである。なおこの活動は、2010年に上毛新聞社の「上毛社会賞」xivを受賞
している。
② 慰霊登山
　３年に一度程度の頻度で、全校生徒での御巣鷹山への慰霊登山を実施している。一番最近
では2009年５月下旬に実施し、御巣鷹の尾根「管理人」xvであるＫ氏に同行してもらい、児
童に対して事故現場の説明をしてもらったという。
○ 上野中学校
① 千羽鶴折り・慰霊の園献納
　６月下旬に生徒全員で鶴を折り、８月１日の慰霊の園献納式において、慰霊の園に献納す
る。献納された鶴は慰霊の園内にある資料館の内部に納められる。献納式には生徒全員が参
加するわけではなく、上野中学校からはJRC委員が参加する。2011年から万場高校、中里 
中学との３校合同での開催となった。2012年８月１日に実施された慰霊の園献納式の内容
は次のようなものであったxvi。
・事故の説明（上野中学校校長）
・黙とう
・３校で作った千羽鶴を一つにまとめる
・集合写真撮影
・資料館見学＋資料館内に千羽鶴を献納
・感想発表（万場高校２人、中里中学２人、上野中学２人）
・講評（万場高校教頭）
② 慰霊登山
　不定期であるが、御巣鷹山への慰霊登山を実施している。過去計何回実施されたかは不明
であるが、最近では2009年に全校生徒で慰霊登山をし、登山道の清掃活動も行った。
　ここまでで上野小学校、上野中学校の取り組みを概観した。上野村の小学校、中学校を卒
業した子どもは、小学校６年間の間毎年マリーゴールドの栽培を行い、中学校の３年間は毎
年千羽鶴折りを行う。そして、小学校、中学校を通じて少なくとも２回の慰霊登山を体験す
る。また、これらに伴う式典や道徳の授業、あるいは事故現場において、事故に関する様々
な知識を教員や御巣鷹の尾根の管理人から聞いていることになる。
　このような形で日航機事故に関する知識の伝授や、被害者への慰霊が行われているが、学
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校の行事の一環として組み入れられていることから、「毎年毎年の行事」として児童・生徒
は体験をする。また、これらの学校行事は、例えばマリーゴールドの栽培・引き渡し式が昭
和61年から継続して行われているように、継続性を持っており、ある意味学校の「伝統の
一部」ともなっている。このようなことから、児童、生徒への事故の「記憶の継承」、また
事故に対する考え方に、学校が大きな役割を果たし、大きな影響を与えていると考えられる
だろう。
４－２．学校でどのように事故を伝えているか
　このように、学校行事の一環として日航機事故の記憶の継承、慰霊が行われていることを
確認した。それでは、学校側は事故を具体的にどのように伝え、また事故を通じて何を伝え
ようとしているのだろうか。このことを探るために筆者は、児童・生徒に対して日航機事故
についての話をした上野小学校、上野中学校の教員に対してインタビューを実施した。
○ 上野小学校
　上野小学校では、昭和61年からマリーゴールドの栽培・引き渡し式を行っているが、マ
リーゴールドの種を植える４月終わり頃に、朝の学級活動や道徳などの時間を使い、日航機
事故に関する話をする。クラスごとに話したり、全校生徒が集まる機会に話をしたり、年に
よりそれぞれである。また使用する資料なども年によって異なる。2010年、2011年は、全
校生徒が集まる機会にＡ教頭が話しをしたというが、これは「担当の教員は若く、事故を知
らない世代なので」とのことである。
＜Ａ教頭の場合xvii ＞
　2010年、2011年に全校生徒に話をしたＡ教頭は、上野村外出身で、上野小学校に赴任し
て３年目である。長く藤岡市の学校に勤務しており、日航機事故が起こった際には、同じ群
馬県内に起こった事故であるということ、また当時藤岡市には遺体収容所が設置されたこと
もあり、非常に関心があったという。
　教頭は2010年、11年ともに同じ内容、方法で話をした。まずパワーポイント用いて、現
場の上空からの写真などを見せた。これは、生徒はどこかで事故に関する話を聞いたことが
あるかもしれないが、事故に対するイメージを持っていないことが考えられるからであり、
日航機事故が航空機史上最も大きな事故であり、事故がいかに悲惨であったかを伝える目的
であるという。
　このように事故の概要について話たうえで、マリーゴールドを育てることがどのような意
味を持つのかということを伝えるのだという。これには３つの点にポイントをおいて伝える。
１つ目は、花を大事に育てることは、「亡くなった人が安らかにあってほしい」という思い
を形に表すことである。２つ目は「遺族の心が安らかになるように」という願いを伝えるこ
とである。作業を通じて、生徒それぞれがこれらの思いを深めることが大切であるという。
３つ目は、この日航機事故には村の人達（特に生徒にとっては祖母父の世代）が捜索活動な
どをはじめとして大きく関わったのだということ、また父母の世代も子供の頃に事故が起こ
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り、父母の世代からマリーゴールドを育て始めたということを伝えることである。このこと
により、およそ30年前の出来事であっても「自分につながっているんだ。」という意識を育
てることが大切であると感じている。そして、このように祖父母、父母からの歴史を引き継
ぎながら「その時代時代で出来ることがあり、今、自分達に出来ることは、マリーゴールド
を育てることなんだ。上野村に育つということはそういう事なんだ。」と伝えるという。
　また、教頭は「マリーゴールドを育てることは、それ自体では意味が不十分であり、学校
において事故の説明をして事故に対する理解をすること、慰霊登山をして自分自身が事故現
場を見て感じること、それらがあるから意味を持つのではないか。」という。
○ 上野中学校
　上野中学校では、６月下旬に生徒全員で鶴を折る時期に、教員が日航機事故に関する話を
する。クラス毎に話をしたり、全校生徒が集まる際に話をしたり、年により異なる。また使
用する資料も異なるという。上野中学校は、各学年１クラスであり、2012年度は道徳の時
間を用いて、１年生には校長が、２，３年には各担任が話をした。ここでは校長、３年の担
任がそれぞれどのような資料を用い、どのような話をしたかについてみていく。
＜校長の場合xviii ＞
　上野中学校現校長であるＢ氏は、上野村出身で、教員になってから、ずっと上野小学校、
上野中学校で教員をしている。また若いころから地元の消防団に所属しており、事故当日を
含む数日間は上野村にいなかったものの、消防団員として協力をした経験を持つ。このよう
な経歴を持つゆえ、上野中学校での機会、また万場高校・中里中学・上野中学３校合同での
千羽鶴慰霊の園献納においては、代表して事故の概要を説明している。
　校長は、プリントを用いて事故の概要を説明することが中心である。死者・負傷者数、事
故の原因などを、羽田から上野村に落ちるまでの飛行ルートの図、墜落現場の写真とともに
説明をする。その上で、この事故を通じて次のようなことを生徒に伝える。まず、「命の大
切さ」ということである。誰しも幸せな生活をしたいと願っているが、時には不条理に命が
閉ざされることもある。日航機事故がその最たるものであるが、現在でも、JR福知山線や関
越の自動車事故など似たような事故が起こる。このような運命が伴うからこそ、今生きてい
るこの命は大切なのである、とのことである。
　また、「安全の大切さ」、「整備の大切さ」を考えることを伝える。これは、飛行機をはじめ、
日常我々が使っている乗り物などには危険が伴う。安全の大切さ、整備の大切さを考えるた
めにも、日航機の事故を伝える必要がある、ということである。
＜３年生担任の場合xix ＞
　３年生を担当しているＣ教員は、青森出身で、教員３年目、上野中学校に赴任して３年目
である。赴任した年から毎年、道徳の時間に日航機事故についての話をしている。使用資料
は、遺族会である8.12連絡会の事務局長である美谷島邦子氏の著書『御巣鷹山と生きる～日
航機墜落事故　遺族の25年～』（新潮社、2010）を３年間とも使用し、生徒には本の一部を
コピーしたものを配布した。なお、「生徒は小学校でも日航機事故のことは聞いているので、
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ある程度の知識はある」という前提で話をしているという。
　平成22年度（１年生を担任）、平成23年度（３年生を担任）はともに同じ資料を用い、同
じ話をした。使用資料は『御巣鷹山と生きる～日航機墜落事故　遺族の25年～』１章「健
ちゃんのこと」（内容：事故の概要、９歳の息子を亡くした立場として事故当初どのような
経験をしたか）、第２章「8.12連絡会」（内容：8.12連絡会の結成の過程とその目的、遺族同
士が語り、集まることでの心がいかに慰められたか）を用い、まず事故の概要を伝えた上で、
一人の親として息子を亡くした母の行動や心情、そして遺族会の連携により心がいかに慰め
られたのかということを伝えた。これは事故の事実を伝えるだけでなく、被害者とその家族
への「感情レベルでの共感」を生むことになるだろう。その後、インターネットでこの事故
に関する様々な情報を調べさせ、感想文を書かせた。「慰霊の気持ちを込めて折るように」
と伝えた上で、鶴は休み時間や家などで折らせた。
　平成24年度（３年担任）は、平成22年（１年生担任）に担任した生徒たちなので、上記
文献の続きを扱った。第５章「人々の絆」（内容：事故から現在に至るまで、藤岡市の団体や、
上野村の人々が如何に関わってきたか）を読ませ、「地元の人間としてこの事故の記憶を風
化させてはいけないこと、後世に伝えていこう」ということを話した。残り時間で、「慰霊
の気持ちを込めて」ということを伝えたうえで、鶴を折らせた。
　Ｃ教員がこの事故を通じて生徒に伝えたいことは、「生きたくても生きられなかった人た
ちがいる。今自分たちが悩み苦しむことができる、楽しいこともできる、いろんなことを頑
張れるのは生きているからこそなんだ」ということ、また「この事故の記憶を風化させず、
上野村で育った１人としてどこかでこのことを伝えていかねばならない」ということである
という。
　以上で見てきたように、小学校・中学校では、マリーゴールドの栽培、千羽鶴折り、慰霊
登山などの体験、それぞれの機会での事故に関する教育が継続して行われてきた。家庭にお
いては、「事故の話を聞く」というレベルでの記憶の継承が行われている一方で、学校にお
いて、現場を見たり、慰霊行為をしたりなどの「体験」というレベルでの記憶の継承が行わ
れてきた。この意味において、日航事故についての記憶の継承は、学校による所が大きいと
いえる。
　現在、上野小学校・上野中学校では、地元出身以外の教員、あるいは事故当時を知らない
若い教員がほとんどである。教員各自が調べることによって事故を理解し、伝えている現状
にある。事故を伝えるにあたっては、教員自身もこのことに限界を感じているのも事実であ
り、地元出身の教員、御巣鷹の尾根「管理人」などに頼るなどの工夫をしている。
　事故を伝える際には、事故の概要や悲惨さを伝えるとともに、「事故は上野村の歴史の一
部であり、事故の記憶は引き継ぐべきもの」であるということ、「慰霊行為は、親の世代か
ら行われてきた行為で、引き継ぐべき大切なもの。それが上野村に生まれ育つということ」
というように、事故の記憶、犠牲者への慰霊行為は、「上野村という場所にいるのだから当
然のことである」と位置付けているのである。また学校では事故を通じて、「命の大切さ」
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や「安全の大切さ」といった教員それぞれが見出した教訓を教育の一環として伝えようとし
ている。
５．現在の中学生は、事故をどのように捉えているのか
　事故から約30年が経過した現在、上野村の中学生は、地元で起こった事故に対してどの
ように捉えているのであろうか。前出の上野中学校全校生徒を対象としたアンケート調査の
設問に、以下のような自由回答を設けた。
Ｑ．あなたが、日航機事故に関して学校の行事で行ったこと（小学校時代にマリーゴー
ルドを育てたことや、中学校時代に千羽鶴を折ったこと）、学校の先生や親や親戚
などから聞いたこと、これまで経験した慰霊登山や慰霊の園へのお参りなどを通じ
て、思ったこと、感じたことなどを自由に書いてください。
　回答者31名のうち自由回答欄に記入があったのが26名であり、このうち上野村以外の出
身者（「かじかの里」への国内留学者など）を除く、上野村出身者の記述は18人であった。
これら上野村出身の中学生が事故をどのように受け止めているのか、学校での取り組みがど
のように影響を与えているのかを考察していく。記述内容には類似した内容のものがみられ
るので、いくつかの固まりに分け、内容ごとにタイトルを付けた。（ただし、18の回答全て
を記載したわけではない）
＜慰霊の気持ち＞
「私達が行ってきた活動で、少しでも亡くなった方や遺族の方の心が安らぐと良いと思い
ます。これからこのような事故が起こらないように祈って行きたいです。」（２年女子）
「小学校時代に作ったマリーゴールドや中学校時代に折った千羽鶴をおそなえして、少し
でも亡くなった方の心が安らいでほしいなと思いました。」（２年男子）
「担任の先生と私で、つるを折りました。心を込めて折りました。また、折り紙でつるを
折りたいです。日航機事故をおこさないようにして欲しいです。」（２年女子）
「日航機事故では、たくさんの人が亡くなったことを小学校の時に学び、どのくらい大き
い被害だったのかを知りました。マリーゴールドを６年間やって、自分達の努力が少しで
も亡くなった人が気持ちよくねむれるようにと思いながら育てました。自分より小さい子
だって亡くなってしまってかわいそうだなと思って、千羽つるなどきれいにおりました。」
（２年女子）
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＜慰霊登山をして、初めて・改めて気が付いた、実感したこと＞
「実際に登山をしてみて、すごいところで事故がおきたことを知りました。この事故で 
約524人も亡くなったことを知りました。その人たちの中には、有名な人やにんぷさんも
いたことをお参りや親に聞いたときに知りました。もうこのようなことがないようにして
ほしいです。」（３年女子）
「慰霊登山をして、お墓がまるで生えてきたようにたくさんちらばっていて、とても大変
な事故だったんだなと思った。全々、自分は個人的にそういったことをしてないと思った。」 
（２年男子）
「大変な事故だったということが分かりました。亡くなった人たちがいて、とても悲しい
出来事だと思いました。悲しんでいる家族の方がたくさんいると思いました。だからこう
いう事故がおきてほしくないと感じました。」（２年女子）
＜慰霊登山を体験して、あらためて自分が関わる学校行事への理解を深めた＞
「私は慰霊の園の中にある資料やおじいちゃん、お父さんから話を聞いて、聞いただけで
すごいことばかりでびっくりしています。いつも飛行機の事故を聞いた時はこの日航機事
故と比べてすごさを感じています。学校の遠足で慰霊登山に行った時、なくなっていた人
の場所にある目印や花や物の多さにびっくりしました。中にはすごく小さい子もいてかわ
いそうだなと思いました。実際に登山をしてみていろんなことを知れました。マリーゴー
ルドや千羽鶴を折る時、少しでもい族の方々が心がやわらいでもらえるようにという気持
ちでやっています。これからも小学校のマリーゴールドを育っていったり千羽鶴を折った
りすることを続けていけたらいいです。」（２年女子）
「僕は今までに２回慰霊登山をしたことがあります。２回ともお墓には新しい花などが供
えられていて、遺族の方がよく来るのかなと思いました。未だに遺族の方が慰霊登山しに
来ると言う話も聞いて、やっぱり遺族にとっては何年たっても忘れられないんだろうなと
思いました。祖父などに聞いてもけっこう覚えていてそれほど大きな事故だったんだと感
じました。これからも日航機事故に対しての活動を小学校や中学校で続けてほしいです。」
（２年男子）
「小学校のマリーゴールドを育てて慰霊の園へのお参りはとても長い間やっていて今では
伝統の行事となっています。学校の行事で慰霊登山に行ったことがあります。そこの建物
の中には当時の日航機事故の様子や死んでしまった子どものおもちゃなどがたくさんあ
り、心が痛みました。自分は二度とこんなことはおきてほしくないと思いました。これか
らも中学校で千羽鶴を折ることなどの行いを思いをこめてしていきたいと思います。」 
（２年男子）
淑徳短期大学研究紀要第53号（2014.2）
12
— 148 —
「私は小学校６年生の時に慰霊登山をしました。私はそのときが初めてだったので、こん
なところに飛行機が落ちたのだと思いました。慰霊登山をおりるときには、そのとき亡く
なってしまった人のお墓がずらりとならんでいてびっくりしたり、悲しい気持ちになりま
した。なので、これからのつるをおる時には、日航機のことを考えながら、一わ一わてい
ねいにおりたいと思います。」（２年女子）
＜事故の記憶を継承しなくてはならない＞
「小学校の時にマリーゴールドを育てました。いぞくの方や亡くなられた方の心が、少し
でもやすらぐといいと思って育てました。このことはけっして忘れてはいけない事だと私
は思います。次の世代にも受け継いでほしいです。」（２年女子）
「日航機事故は忘れたいけど忘れてはいけないと言う感じがします。小学校で慰霊登山に
行ったり、千羽づるを作ったりしてたいへんだったけど、この思いを忘れないようにして
いきたいです。」
「このことについて、忘れてほしくないでのつたえていきたいし、つたえていってほしい
と思いました。」（２年女子）
「たくさんの人がなくなったとっても大きな事故で亡くなってしまった人は、とてもかわ
いそうだけど、これから子どもなどに伝えて行きたいと思う。」（２年男子）
　現在の村の子どもたちにとっては、約30年前に起こった事故は「遠い昔に起こった出来事」
であり、事故に関しての直接的な経験をしたことがない。ただし「自分が住む村に起こった
事故」として、何らかの形で事故と関わった経験を持つ祖父母や父母、親戚などから話を聞
く経験を持つ。しかしながら、「聞く」というレベルだけでは、「遠い昔に起こった出来事」
という認識にとどまるだろう。
　生徒の書いた文章からは、学校行事という「体験」を通じて事故への認識が変化したこと
がうかがえる。それは、「遠い昔に起こった出来事」という認識であったものが、学校行事
で慰霊登山を行い事故の現場を見てリアルに感じることにより、死者や遺族に対しての「共
感」へと変化している。その「共感」が生れたことにより、自分達が行ってきたマリーゴー
ルド栽培や千羽鶴折りが死者への慰霊行為であり、遺族の心を慰める行為であることをあら
ためて実感し「亡くなった人のため千羽鶴を心をこめて折ろう」と思えるようになっている。
そして事故は「遠い昔に起こった出来事」でありながらも、マリーゴールド栽培や千羽鶴折
りという親の代から続く行事を引き継いでいることによって、だだの「遠い昔の出来事」で
はなく、「上野村の人」として後の世代にも「継承すべきもの」と感じるようになっている
のである。
　なお、事故当時の中学生が書いた「文集」には、自分達の住む村に事故が起こったことに
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対して、「うれしくない」「皆に上野村の事を早く忘れてほしい」「犠牲者の声が聞こえる気
がして怖くなった」など事故当初の生々しい体験ゆえの感想が見えたが、約30年経過した
現在の中学生には、このような感覚をみることはできなかった。
おわりに
　ここまでで、日航機事故が起きた上野村という「場」において、現在、事故の記憶がどの
ように継承されているのか、また事故被害者といういわば「他人の死」をどのように捉え意
味付けているのかを見てきた。
　上野村出身の中学生はその多くが、家庭において事故に関する話を聞いた経験を持つが、
家族と一緒に事故現場である御巣鷹の尾根への慰霊登山や慰霊の園への参拝の経験を持つ生
徒は多くないことが明らかになった。一方、上野小学校ではマリーゴールド栽培と慰霊登山、
上野中学校では千羽鶴折りを学校行事として長い間続けてきた。つまり多くの子どもが、家
庭において話を聞き事故の記憶を継承してはいるが、慰霊登山、慰霊の園への参拝などを通
じた「体験」での理解は、主に小学校、中学校での教育の一環として行われてきたと言える。
受け取る側の学生は、実際に山に登ることによって、初めて事故を「リアル」なものとして
受けとめる。この意味において、実際に何らかの形で事故を体験した家族や親戚から家庭内
において話を聞く「家庭内での継承」と、行事として「体験」することにより昔の出来事を
リアルなものとして感じる「学校での継承」は相互補完的といえるだろう。
　事故の起きた「場」である上野村の人々という集団にとって、事故被害者といういわば 
「他人の死」はどのような意味を持つのであろうか。むろん、これは時間の経過によって変
化する。
　事故当初は、地元で生じた事故による死者であり、また村人が捜索などに関わったことも
あり、「慰霊すべき対象」という強い思いが見られ、同時に、事故そのものや事故で死者と
いう存在への恐怖や嫌悪という感情も見られる。また、事故や犠牲者の死を通じて「命のあ
りがたさ」や「この世の運命」といった教訓も見出している。
　事故から約30年が経過し、上野村の人々の記憶も薄れていっている。また、事故を伝え
る主な場は、家庭でなく学校である。上野小学校、上野中学校は公立学校であり教員の人事
異動があるので、学校で事故について伝えるのが、「直接事故を体験していない人達」が中
心とならざるを得ない。村出身の教員や「管理人」によって事故が伝えられる機会が設けら
れてはいるが、伝える側も受け取る側も事故被害者という「他人の死」の意味が、「直接体
験した他人の死」から「直接体験していない他人の死」とへと変化しており、死者への生々
しい感情よりもむしろ、事故や死者を介した「教訓」という側面が強調されて「他人の死」
が伝えられ、また受け入れられていると言えよう。
　事故から約30年の歳月が経ち、上野村でも「事故の風化」が懸念されているのも事実で
ある。2011年から上野村の消防団が研修として日航機事故のことを学ぶ取り組みを始めた。
具体的には、慰霊登山をする、羽田空港の安全啓発センターに見学に行くなどの取り組みで
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あるが、これは消防団にも事故を知らない世代が増えてきたからであるという。当然のこと
であるが、村の人々の事故への記憶も薄れていく。また、事故当時、捜索や後方支援をした
経験を持つ人たちも今後減っていき、やがては、村の人々にとって「誰も体験していない過
去に起きた事故」になっていく。このような状況になると、上野村の人々にとっての御巣鷹
の尾根や慰霊の園が持つ意味も当然変化していくのだろう。
脚　注
i 拙稿2006、2011、2013など
ii ここでの「慰霊」とは、戦争、災害、事故などによって亡くなった（多くの場合）複数の死
者に対して行われる集団的な行為を指す。よって、墓、葬式、年中行事などを事例とし、主
に日本民俗学で研究されてきた「祖先祭祀」に関する研究は含めないこととする。
iii 例えば代表的なものとして、村上重良や孝本貢らによる一連の研究が挙げられる。
iv 例えば、阪神淡路大震災における慰霊については、三木英による一連の研究が挙げられる。
東日本大震災の慰霊に関する研究は鈴木岩弓による調査があるが、包括的な成果については
今後をまたなければならない。
v 西村明2013、p263
vi もちろん、異なる意味を持ちながらも、同時に異なる集団の観念と相互影響を与えながらそ
の観念は形成されるということを忘れてはならない。
vii 拙稿2006、2011、2013
viii この場合での、「記憶の継承」とは、過去に生じた出来事を客観的に、正確に伝えるというこ
とではなく、起こった出来事を受け手の中でそれぞれの意味や解釈を与えながら伝えていく
というものとの前提に立つ。
ix 上野村役場ホームページ　http : //www.vill.ueno.gunma.jp/gyoseijyoho/aisatu/index01.htmi
x 前出、拙稿2011
xi 上野村立上野中学校、昭和60年10月１日発行、編集　上野中学校国語部
xii アンケートは、2012年６月下旬にアンケート用紙を上野中学校の校長に渡し、校長経由で各
担任に渡し、７月20日までに各担任の都合のよい時間でアンケートを実施した。回収は８月
１日に校長から手渡しで回収する方法をとった。回答するにあたって氏名は無記名であるが、
学年と性別を記入してもらった。なお、アンケート用紙には、「学術目的以外には使用しない」
との旨を明記した。
xiii かじかの里とは、上野村教育委員会が主催で1992年に開始した山村留学プログラム。小学生、
中学生を対象とした１年間を単位とした留学（複数年も可能）で、通常は学園に共同生活を
しながら上野村の小中学校に通い、土日や学校の休み期間には様々な体験プログラムを行う。
xiv 上毛新聞社が1985年に始めたもので「明るい社会づくりに地道な努力を続けている個人、団
体、また献身的な社会奉仕活動を続けている個人・団体」に贈られる賞。
xv 御巣鷹の尾根の「管理人」（通称）は、主に御巣鷹の尾根の整備を担当している。地元の小学
校、中学校、かじかの里学園、また他の様々な団体が慰霊登山をする際、求めに応じて同行し、
事故の概要や御巣鷹の尾根の説明をする。
xvi 筆者は2012年８月１日、慰霊の園献納式への参与観察調査を行った。
xvii 2012年６月20日、上野小学校にて２時間程度の個別インタビューを実施した。
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xviii 2012年６月20日、上野中学校にて２時間程度の個別インタビューを実施し、同年８月１日
に上野中学校にて１時間程度の補足インタビューを実施した。
xix Ｃ教員には2012年８月１日、上野中学校にて調査目的等の説明を行い、後日メールにて質問
用紙を送り、回答してもらうという形式にて調査を行った。
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